


















































The Relationship Between Junior High School Students’
Time Perspective and Beliefs about Learning and Learning Strategies.
米　川　　勉 1・佐　藤　舞　美 2・山　下　　桃 3





















































































調査協力者 :A 市立中学校に通う中学 2 年生の生徒













調査時期 :2014 年 11 月 ~12 月
調査内容 : 調査には以下のような質問内容のものを
組み合わせて使用した。




い」（1 点）から「あてはまる」（5 点）までの 5 件
法で評定して回答。
2. 学習観尺度（植木 ,2002）（17 項目）。内訳は「方略志向」







































して Cronbach のアルファ係数を算出したところ、 因
























見ると、本調査データに関しては、因子 2 は因子 1 及













確認のために 3 因子を仮定して主因子法・Promax 回
転による因子分析を行った。Promax 回転後の最終
的なパターンと因子相関行列は Table2 に示す通りで
あった。なお、回転前の 3 因子で 17 項目の全分散を
説明する割合は 45.64% であった。信頼性係数である
Cronbach のアルファ係数は、 因子 1 は .868、因子 2 は 
.748、因子 3 は .588 であった。































係数である Cronbach のアルファ係数は、因子 1 で 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ
13.勉強のしかたは自分で変えていくと効果がある ????? ?????? ??????
8.勉強する前に、どういうふうにしたらうまくいくか考える必要がある ????? ?????? ?????
12.どう勉強したら成績が上がるか、ということを考えるのは効果的だ ????? ????? ??????
1.１日何時間と決めてコツコツと勉強していれば、いつか報われる ????? ?????? ?????
6.同じことを繰り返しているうちに、いつの間にかそれが身につく ????? ?????? ?????
5.人それぞれ、自分にあった勉強方法を工夫した方が効果的だ ????? ?????? ?????
3.とにかく根性をもって頑張り続けることが効果的だ ????? ????? ??????
2.勉強ができる人は、勉強のやり方がうまい人だ ????? ?????? ?????
9.大事なことは、勉強しやすい環境にいるということだ ????? ????? ?????
4.良い塾に通っていることが、成績を上げることにつながる ?????? ????? ?????
7.家庭教師に習っていると成績は上がると思う ?????? ????? ?????
10.勉強ができるできないは、勉強した量に比例する ????? ????? ??????
11.たくさんの量を積み重ねることが効果的だ ????? ????? ??????
14.時間をかけて勉強することが効果的だ ????? ????? ??????
17.成績を上げるためには、分かりやすい授業をする先生が必要だ ????? ????? ?????
15.成績の良い人は要領がよい ????? ????? ?????
16.みんなの成績がいいクラスにいれば、成績は良くなる ????? ????? ?????
Cronbachのα係数 ????? ????? ?????
因子相関行列
因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ






.918、因子 2 は .907、因子 3 は .811、因子 4 は .752、
因子 5 は .789 であった。 
因子の命名に関しては、佐藤・新井（1998）に準じ




























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
16.勉強で大切なところは、くり返し声に出しておぼえる 0.837 -0.231 -0.146 0.084 0.055
17.勉強していて大切と思ったところは、言われなくてもノートにまとめる 0.729 -0.185 0.058 0.032 0.080
25.勉強するときは、内容を自分の知っている言葉で理解するようにする 0.655 0.014 0.047 -0.062 0.120
26.新しいことを勉強するとき、今までに勉強したことと関係があるかどうかを考えながら勉強する 0.652 0.191 0.029 -0.165 0.069
12.勉強をしているとき、たまに止まって、一度やったところを見なおす 0.632 0.299 -0.070 -0.110 -0.187
18.勉強していてまちがえたところは、しるしをつけておいて後で見なおす 0.623 -0.099 0.057 0.012 0.223
10.勉強をしているときに、やっていることが正しくできているかどうかをたしかめる 0.616 0.237 0.078 -0.155 -0.055
5.勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる 0.584 0.187 -0.040 0.060 -0.036
15.勉強で大切なところは、くり返して書いたりしておぼえる 0.578 0.049 0.026 0.010 0.019
8.勉強のやり方が、自分にあっているかどうかを考えながら勉強する 0.501 0.210 0.013 0.142 -0.120
4.勉強でわからないときは、やる順番を考える 0.489 0.105 0.076 0.089 -0.001
30.勉強していてわからないところがあったら、先生にきく 0.467 0.031 0.060 0.128 -0.008
27.勉強するときは、授業中に先生の言ったことを思いだすようにする 0.369 0.308 0.187 -0.091 0.077
31.勉強するときは、勉強に集中できるような工夫をする 0.278 0.162 0.002 0.239 0.139
2.勉強する前に、これから何を勉強しなければならないかについて考える -0.345 0.948 0.029 0.017 0.128
1.勉強しているとき、自分がわからないことを見つけようとする 0.246 0.645 -0.088 0.147 -0.138
3.勉強しているときに、やった内容をおぼえているかたしかめる 0.315 0.630 -0.042 -0.117 -0.125
13.勉強をしているときは、内容が分かっているかどうかをたしかめながら勉強する 0.425 0.546 -0.120 -0.017 -0.069
6.勉強するときは、これからどんな内容をやるのかを考えてからはじめる -0.076 0.522 -0.004 0.052 0.344
11.勉強を始める前に、これから何をどうやって勉強するかを考える 0.097 0.435 -0.037 0.307 0.083
29.勉強するときは、大切なところはどこかを考えながら勉強する 0.207 0.353 0.142 0.037 0.216
28.勉強するときは、内容を頭に思いうかべながら考える 0.302 0.342 0.121 0.023 0.101
23.勉強でわからないところがあったら、友達にその答えをきく -0.163 0.047 0.811 -0.081 -0.042
24.勉強のできる友達と、同じやり方で勉強する 0.010 -0.007 0.760 0.073 -0.096
22.勉強でわからないところがあったら、友達に勉強のやり方をきく 0.105 -0.115 0.716 0.112 -0.001
21.勉強するときは、最後に友達と答え合わせをするようにする 0.271 -0.061 0.529 -0.036 0.003
9.勉強するときは、さいしょに計画を立ててからはじめる 0.057 -0.098 -0.006 0.903 -0.087
14.勉強するときは、自分で決めた計画にそっておこなう -0.136 0.186 0.038 0.726 -0.006
7.勉強するときは、その日の用事を考えて勉強のやり方を変える 0.326 0.067 0.025 0.334 0.002
19.勉強する前に、勉強に必要な本などを用意してから勉強するようにしている -0.028 0.089 -0.024 -0.142 0.920
20.勉強するときは、参考書や辞典などがすぐ使えるように準備しておく 0.288 -0.094 -0.139 0.112 0.607
Cronbachのα係数 0.918 0.907 0.811 0.752 0.789
因子相関行列
因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ - 0.743 0.640 0.646 0.567
Ⅱ - 0.474 0.593 0.535























































Table 4 時間的展望と学習観との間の相関係数Table 5  時間的展望と学習観との間の相関係数
方略志向 学習量志向 環境志向
目標指向性 ??????? ??????? ???????
希望 ?????? ???? ????
現在の充実感 ??????? ????? ??????
























クラスター 1 がクラスター 2 より有意に高い（p<.001）、
クラスター 3 がクラスター 2 より有意に高い（p<.001）
という結果が得られた。「現在の充実感」因子におい
ても、有意差（F（2,193）= 173.887,p<.001）が得られ
た。多重比較の結果、クラスター 1 がクラスター 2 よ
り有意に高い（p<.001）またクラスター 3 はクラスター



















分析を行った。結果は Table 7 に示す通りである。「方
略志向」因子において有意差が得られた （F（2,193）= 
23.812,p<.001）。そこで多重比較を行ったところ、クラ
スター 1 がクラスター 2 より有意に高い（p<.001）、ク
ラスター 1 がクラスター 3 より有意に高い（p<.01）、




行ったところ、クラスター 1 がクラスター 2 より有意








Table 6 時間的展望体験尺度の下位尺度の分散分析結果　 
(n=193)
Table 6  時間的展望体験尺度の下位尺度の分散分析結果　 (n=193)
? 下位尺度名 F値 多重比較
目標指向性 ?????????? cluster_1 > cluster_２***

















cluster_1 > cluster_２*** 
??????????????????????? 
????????3???????????２?
cluster_1 > cluster_２*** 
cluster_1 > cluster_３**
cluster_1 > cluster_２***











ラスター 1 がクラスター 2 より有意に高く（p<.001）、
















スター 1 がクラスター 2 より有意に高い（p<.05）とい




Table 6  時間的展望体験尺度の下位尺度の分散分析結果　 (n=193)
? 下位尺度名 F値 多重比較
目標指向性 ??????????
cluster_1 > cluster_２***

















cluster_1 > cluster_２*** 
??????????????????????? 
????????3???????????２?
cluster_1 > cluster_２*** 
cluster_1 > cluster_３**
cluster_1 > cluster_２***








Table 8 学習方略尺度の下位尺度の分散分析結果　 
(n=193)
Table 8   学習方略尺度の下位尺度の分散分析結果　 (n=193)
下位尺度名 F値 多重比較
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